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やさしさをカタチにカフ圧⾃動調整器

カフキーパーDX

カフキーパーＤＸ

●内蔵バランサーでカフ圧を調整保持
カフ圧を⾃動調整し、適切なカフ圧を保持します。

呼吸ケアのトラブルを防ぐには、気管チューブのカフ圧管理が重要です。

気管の圧迫、呼吸の漏れ、唾液の垂れ込み･･･

カフ圧は２４時間適正圧に保持されているのがベストです。

●内蔵ポンプで素早く簡単にカフ圧を設定
ボタン操作で加圧、減圧が可能です。

●カフの異常低圧は内蔵ブザーでお知らせ
します。

●アラーム出⼒端⼦にコール機器（別売）
を接続すると遠隔の看護者に知らせます。
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＜体動による変化＞
体位変換や蛇腹管の移動などにより、瞬時にカフ圧が変動します。

■カフ圧は体動等で⽇常的に変動しています
単回のカフ圧調整でカフ圧を常時適正圧に保つことは難しく、カフ圧⾃
動調整器「カフキーパーＤＸ」で２４時間適正圧に保持されているのが
ベストです。

■カフ圧が低い場合の問題

カフ圧管理について

気管チューブ挿⼊中の患者は、⼝腔、⿐腔内の分泌物等の垂れ込みや
誤えんにより、⼈⼯呼吸器関連肺炎(VAP)を引き起こす恐れがあります。
⼈⼯呼吸器使⽤中の｢空気漏れ｣は換気量の低下につながり、呼吸状態
の悪化になります｡気管チューブのカフは①体液の垂れ込み防⽌②呼吸
の漏れを防⽌します。

■カフ圧が⾼い場合の問題
カフ圧が⾼くなると気管壁を圧迫し､⾎流の中断や壊死を引き起こし､気
管を拡張する恐れがあります。

＜⾃然脱気による変化＞
時間の経過とともにカフから空気が抜けてカフ圧が低下します。

仕様

接続図 接続チューブのクランプについて

別売交換部品

0
15
20
25
30
35
40
hPa ※イメージ図

6h 12h 18h 24h

※イメージ図

6h 12h 18h 24h
0
5
10
15
20
25
30
cmH₂O


